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文序

大阪府の南東部に位置する河内長野市は、豊かな自然に恵まれ、高野街道に

代表される和歌山や奈良へ向かう街道の要衝として発展してきた街です。この

ため、市内には数多 くの文化財が残されています。

このような河内長野市 も、大阪市内への通勤圏に位置しているため、住宅都

市として発達してきました。この住宅開発がもたらした文化財や自然に対する

影響は大きなものがあります。特に、地下に眠る埋蔵文化財は、開発と直接的

に結び付 く大きな問題です。

遺跡に託されている河内長野の先人達のメッセージである文化遺産を保護・

保存 し、現在の、更には未来の市民へと伝えていくことは、現代に生きる私達

の責務であります。河内長野市に於いては、重要な課題である開発と文化財保

護との調和のため、開発に先立ち埋蔵文化財の発掘調査を実施 し、その把握に

努めています。

本書は、発掘調査の成果を収録 しています。皆様が先人達の残 したメッセー

ジの一部でもある文化財に姑するご理解を深めて頂 くと共に、文化財の保護・

保存・研究するための資料として活用 して頂ければ幸いです。

これらの発掘調査に協力 して頂ました施主の方々の埋蔵文化財への深いご理

解に、末尾ながら謝意を表すものです。

平成21年 3月

河 内 長 野 市

教育長 福

会

行

員委
　
弘

育教
　
田



夕J

1.本報告書は、平成 19年度・平成 20年度文部科学省の国庫補助事業として、河内長野

市教育委員会が実施 した烏帽子形城跡 (E B S07-2・ E B S08-1)、 三日市北遺跡・

三日市宿跡 (M I N 07-4)、 観心寺遺跡 (K S T 07-1'07-2)の 発掘調査報

告書である。

2.発掘調査は、河内長野市教育委員会教育部社会教育課大田宏明 。同課嘱託職員小林和

美を担当者として実施した。

3,本書の編集・執筆は大田・小林が行なった。

4.発掘調査及び内業整理については、下記の方々の参加・協力を得た。 (敬称略)

池田和江・大西美智子・津留その子・平松由紀・牟田口京子・山崎和子

5。 写真撮影は、遺構については小林、遺物においては大田が行った。

6.発掘調査については下記の方々の協力を得た。 (敬称略)

粟田薫 。中井均・藤田徹也・堀内和明・観心寺・増田設計室

7.本調査の記録 として、写真 。実測図及び、カラースライ ド等を作成した。また出土遺

物については、市教育委員会で保管 している。広 く一般の方々に活用されることを望

むものである。

田



例

1.本報告書に記載されている標高は、TPを基準としている。

2.土色については、「 新版標準土色帖 」による。

3.平面測量基準は、国家座標第Ⅵ系による5mメ ッシュを基準に実施したものである。

4.図中の北は、磁北である。

5。 本書の遺構名は、下記の略記号を用いた。

SB…掘立柱建物  SC… 炉   SD… 溝・暗渠     SE… 井戸

SF…道路     SK… 土坑  SL… 甕埋納遺構    SN… 桶埋納遺構

SO…土釜埋納遺構 (土公供遺構) SP… 遺物出土ピット  ST… 墓

SU…集石・石敷遺構       SW一 石垣・石組・石列

SX…落ち込み・不明       NR… 自然流路     NV… 谷状地形

6.遺構実測図の縮尺は 1/50。 1/60である。

7.遺物実測図の縮尺は、土器 1/4・ 漆器 1/4・ 石器 2/3・ 金属製品 1/3・ 銅銭原寸を基準

としているが、遺物の状況により変更 している場合がある。

8.遺物名は、土師質土器を上師質、瓦質土器を瓦質、須恵質土器を須恵質と略称 し、器

種名を付 した。

9.遺物の断面は、土師器・土師質土器・漆器・石製品が白抜 き、須恵器 。瓦器 。瓦質土

器・須恵質土器 。陶磁器が黒塗 り、瓦 。木製品 。金属製品が斜線である。

10.軒丸瓦瓦当部の巴文の巻きは、巴頭から尾の方向への向きで示す。

11.遺物番号 と写真図版の番号は一致する。
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第 1章 調査の状況

平成 20年の文化財保護法 98・ 94・ 96条による発掘届及び発掘通知の件数は、総数 117

件、そのうち発掘届 105件、発掘通知 12件、新規発見通知 0件である。

今年の発掘届にみられる原因者の状況は例年並であったが、本調査まで至ることは少

なかった。

第 1表 発掘届出件数月別一覧表

(平成20年 1～ 12月 )

平成19年度 平成20年度
総数

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11ゲ] 12月

発掘届 (93条 ) 1
９

留 4 12 5 ，
′ 17 9 8 ０

０ 16 105

発掘通知 (94条 ) 1 1 1
９
狗 1 1 ユ 3 1 0 0 0 ９

，

7nt見
届 (96条 ) 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

発見通知 (97条 ) 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

第 2表 主な発掘・試掘調査一覧表

遺跡名 調査期間 原因者 申請面積(∬ ) 用 途 種別 区分 備考

野 作 遺 跡
NSK07 1

H2019 個人 13412 個人住宅 発掘 遺構・遺物なし

試掘調査 H20118 (株 )ラ イ ト・ オ
ン

158072 分譲住宅 試掘 遺構・遺物なし

試掘調査 H20128 個 人 116442 個人住宅 試掘 遺構・遺物なし

膳所藩代官所跡
ZZH07-4

H20218 個 人 34514 個人住宅 発掘 遺構・遺物なし

尾 崎 遺 跡
OSK07 1

H20229 個 人 18320 個人住宅 発掘 遺構・遺物なし

観 心 寺 遺 跡
KST07ワ

H2033～
H20312

河内長野市教育
委員会

10000 範囲確認調査 発掘 国庫 本書掲載

烏 帽 子 形 城 跡
EBS07 2

H2034～
H2037

河内長野市教育
委員会

学術調査 発掘 国庫 本書掲載

試掘調査 H2037 ファミティホー
ム(株 )

289571 分譲住宅 試掘 遺構 。遺物なし

試掘調査 H2037 フアミテ イホー
ム(株 )

83865 資材置場他 試 掘 遺構・遺物なし

試掘調査 H20310 (学)清教学園 400000 グランド他 試掘 遺構・遺物なし

試掘調査
H20317

H20321

河内長野市水道
事業 86638 水道 試掘 遺構・遺物なし

高 野 街 道
KYR07-1

H20317 個 人 38252 個人住宅 発掘 遺構・遺物なし

三
跡

跡。
遺

嚇
闘

Ｎ０７．４

三
日
Ｍ

H20326

H20327
個 人 15078 個人住宅 発掘 国庫 本書掲載

試掘調査 H20327 瞬
鵡

高

日
尾
圧

瀬
昧

1807057 事務所 試掘 遺構・遺物なし

試掘調査 H2042
日産ネ ッ トヮー

クホールデ ィン

グス(株 )

9383 事務所 試掘 遺構・遺物なし

高 向 遺 跡
TK008 1

H2048 個人 190526 店舗 発掘 遺構 ,遺物なし
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塩 谷 遺 跡
SI008-1

H2048 個 人 44768 共同住宅 発掘 遺構・遺物なし

上 原 東 遺 跡
UHE08-1

H2048 個 人 12066 個人住宅 発掘 遺構・遺物なし

試掘調査 H20414 (株)大松工建 1071000 埋立農地造成 試 掘 遺構・遺物なし

小 塩 遺 跡
OS008■

H20424 (株)ジ ョー コー

ポレーション
10027 分譲住宅 立会 遺構・遺物なし

喜 多 町 遺 跡
KTC08 1

H2051 個 人 15176 共同住宅 発掘 遺構・遺物なし

三
跡

跡．
遺嚇棚唖

三
日
Ｍ

H2057 個 人 39252 個人住宅 発掘 遺構 .遺物なし

高 野 街 道
KYR08 1

H2059 個 人 49633 個人住宅 発掘 遺構・遺物なし

市 町 東 遺 跡
ICE08 1

H20512 (株)ユ ー ロプ ラ
ンエング

11065 分譲住宅 発掘 遺構・遺物なし

喜 多 町 遺 跡
KTC08 2

H20522 個 人 12723 個人住宅 発掘 国庫 遺構・遺物なし

上 原 北 遺 跡
UHK08-1

H20527 個人 19596 個人住宅 発掘 遺構・遺物なし

試掘調査 H2065
日産 ネ ッ トワー

クホールデ イン

グ(株 )

133386 店舗・工場 試掘 遺構・遺物なし

小 塩 遺 跡
OS008-2

H20610 (株)ジ ヨー コー
ポレーション

10309 分譲住宅 立会 遺構・遺物なし

三 日市 北 遺 跡
さ711N08-2

H20623

H20815
河内長野市 5000 CXl 道路 発掘

弥
住
を
器

小 塩 遺 跡
OSOl18-3

H2078 (株)ジ ョー コー

ポレーション
10042 分譲住宅 立会 遺構・遺物なし

試掘調査 H20710 大矢船自治会 77258 自治会館 試掘 遺構・遺物なし

三 日市 北 遺 跡
l�IIN08-3

H20715 河内長野市 76210 下水道 立会 遺構・遺物なし

小 塩 遺 跡
OS008-4

H20716 個 人 36303 個人住宅 発掘 国庫 遺構・遺物なし

試掘調査 H20717 河内長野市 道路 試掘 遺構・遺物なし

試掘調査 H20730 個人 72490 分譲住宅 試掘 遺構・遺物なし

高 野 街 道
KYR08‐ 2

H2084 個 人 9465 個人住宅 発掘 遺構・遺物なし

高 野 街 道
KYR08‐ 3

H2084 個 人 9465 個人住宅 発掘 遺構・遺物なし

小 塩 遺 跡
OS008‐5

H20811 一コ

ン

一
　

ョ

ヨ

ンヽ鰤ポレ．
10096 分譲住宅 立会 遺構・遺物なし

試掘調査
H20818

H201027
河内長野市 310000 道路 試掘 遺構・遺物なし

清 水 遺 跡
SNZ08-1

H20820

H20822
河内長野市 41500 道路 発 掘 遺構・遺物なし

高 野 街 道
KYR08 4

H20827 (医 )生登会 387064 病院 発掘 遺構・遺物なし

塚  遺  跡
TUK081

H20828

H201031
河内長野市 道路 発 掘 遺構・遺物なし

試掘調査
H20828

H201031
河内長野市 120000 道路 試掘 遺構・遺物なし

三 日 市 遺 跡
MIC08 1

H2091 個人 189644 共同住宅 発掘 国庫
中世の瓦器・土
師質土器が出土

試掘調査 H2098 催矯
宗
蓮蒔帥

68865 寺院 試掘 遺構・遺物なし
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塩 谷 遺 跡
SI008‐ 2

H20,98 個人 86.10 個人住宅 発掘 遺構 。遺物なし

塩 谷 遺 跡
S100&3

H20.98 個 人 88.40 個人住宅 発掘 遺構・遺物なし

塩 谷 遺 跡
SI008 4

H209,8 個 人 10253 個人住宅 発掘 遺構 。遺物なし

峰 山 城 跡
MYJ08-1

H20910 大阪ガス(株 )

導管事業部
ガス管埋設 立会 遺構・遺物なし

小 塩 遺 跡
OS008-6

H20,9.11 個 人 個人住宅 立会 遺構 。遺物なし

日
遺
跡

三
崎
遺

尾ヽ
童

道

申ヽ
も

翻画跡、庚卿
H20,9.17 河内長野市 38.65 下水道 立会 遺構・遺物なし

上 原 北 遺 跡
UHK08-2

H20,9.22 個人 166581 宅地造成 発掘
近世の上師皿が
出土

小 塩 遺 跡
OS008-7

H209,25 個 人 237.24 個人住宅 発掘 遺構・遺物なし

長 池 窯 跡 群
alIK08-2

H20,9,25 個人 45877 個人住宅 発掘 遺構・遺物なし

膳 所 藩 代 官 所
跡 。高 野 街 道
ZZH08-1

H209.30 個 人 44358 個人住宅 発掘 遺構 。遺物なし

膳所藩代官所跡
ZZH08‐2

H201020 個 人 25621 共同住宅 発掘 遺構 。遺物なし

三 日市 北 遺 跡
MIN08望

H20.11.17 個 人 45244 個人住宅 発掘 国庫 遺構・遺物なし

太 井 遺 跡
OO108-1

H201117 KDDI(株) 18101 続帯電話基地
局

発掘 遺構・遺物なし

試掘調査 H20.11,18 (株)ア クセスエ
ステー ト

110125 分譲住宅 試掘 遺構・遺物なし

観 心 寺 遺 跡
KST08-1

H2011.18 (宗)観心寺 8.00 浄イb槽 発掘 遺構 ,遺物なし

試掘調査 H201120 個人 1187.27 飲食店舗 試掘 遺構・遺物なし

烏 帽 子 形 城 跡
EBS08-1

H2012,8

H20.1219

河内長野市教育
委員会

1500 学術調査 発掘 国庫 本書掲載

高 向 遺 跡
TK008ワ H20,12,13 個人 38896 個人住宅 発掘

中世の瓦質土器・

土師質土器・須
恵質土器が出土

試掘調査 H20.12.16 個人 102737 共同住宅 試掘 遺構・遺物なし

小 塩 遺 跡
OS008‐8

I12012.25 個 人 119,78 分譲住宅 立会 遺構・遺物なし
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第 1図 河内長野市遺跡分布図 (1/40,000)
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番号 文化財名称 種  類 時   代 番号 文化財名称 種  類 時   代

1 長 野 神 社 遺 跡 社 寺 室町以降 笹 尾 塞 城館 中世

2 河 合 寺 遺 跡 社 寺 平安以降 (76) 大 沢 塞 城館 中世

3 観 心 寺 遺 跡 社 寺 平安以降 (77) 三 国 山 経 J/A 経塚 平安以降

4 大 師 山 古 墳 古 墳 古墳 (前期 ) (78) 光 滝 寺 遺 跡 社 寺 中世以降

5 大 師 山 南 古 墳 古墳 ? 古墳 (後期 ) (79) 猿 子 城 跡 城 館 中世

6 大 師 山 遺 跡 集落 生産 弥生 (後期 ) 平安 80 蟹 井 淵 神 社 遺 跡 社 寺 中世以降

7 興 禅 寺 遺 跡 社 寺 中世以降 ナ1上 神 社 遺 跡 社 寺 中世以降

8 烏 帽子 形人幡神 社 遺跡 社 寺 室町以降 82 千 代 田 神 社 遺 跡 社 寺 中世以降

9 塚 穴 古 墳 古墳 墳墓 古墳 (後期)近 世 向 野 遺 跡 集 落 生 産 縄文 平安～近世

長 池 窯 跡 群 生 産 平安～近世 古 野 町 遺 跡 散布地 中世

11 小 山 田 1号 古 墳 墳 墓 奈 良 上 原 北 遺 跡 集 落 中世

12 小 山 田 2号 古 墳 墳墓 奈 良 大 日 寺 遺 跡 社寺 古墳 墳墓 弥生～中世

13 廷 命 寺 遺 跡 社寺 平安以降 高 向 南 遺 跡 散布地 錬 倉

14 天 野 山 金 剛 寺 遺 跡 社寺 墳墓 平安以降 刀ヽ 塩 遺 跡 集 落 縄文～奈良

日 野 観 音 寺 遺 跡 社寺 生産 平安～中世 塩 遺 跡 集 落 古墳 (後期 )

地 蔵 寺 遺 跡 社寺 中世以降 尾 遺 跡 集 落 古墳～中世

岩 湧 寺 遺 跡 社寺 平安以降 ジ ョ ウ ノ マ エ 遺 跡 城館 ? 中世

五 ノ 木 古 墳 古墳 古墳 (後期 ) 仁 王 山 城 跡 城館 中世

高 向 遺 隊 集落 旧石器～中世 タ コ ラ 城 跡 城館 中世

烏 帽 子 形 遺 跡 城館 生産 中世～近世 ｗ石 一立 城 跡 城館 中世

喜 多 町 遺 跡 集落 縄文 古墳～中世 上 原 近 世 瓦 窯 生産 近世

烏 帽 子 形 古 墳 古墳 古墳 (後期 ) 市 町 東 遺 跡 散布地 弥生 中世

末 広 奎
＾

跡 生 産 中世 上 田 町 窯 跡 生産 近 世

塩 谷 遺 跡 散布地 縄文～近世 尾  崎  北  遺  跡 集 落 古墳～中世

流 谷 人 幡 神 社 社 寺 平安以降 西 之 山 町 遺 跡 散布地 中世

蟹 井 淵 南 遺 跡 散布地 中世 野 間 里 遺 跡 集落 平安

蟹 井 淵 北 遺 跡 散本地 中世 II● 尾 遺 跡 散布地 中世

天 見 駅 北 方 遺 跡 散布地 中世 上 田 町 遺 跡 散布地 古墳  中世

手 早 口 駅 南 遺 跡 社 寺 中世 上 原 中 遺 跡 散布地 古墳  中世

岩 瀬 薬 師 寺 遺 跡 社 寺 中世以降 104 小 野 塚 遺 跡 墳 墓 中世

清 水 遺 跡 散布地 中世 (105) 葛 戎 第 17経 塚 経塚 平安以降

伝「 仲 哀 廟 」 古 墳 古墳 P 106 薬 堂 跡 社 寺 中世以降

堂 村 地 蔵 堂 跡 社寺 近 世 107 野 作 遺 跡 生 産 中世

滝 畑 埋 墓 墳 墓 近世 108 寺 一万 遺 跡 集落 社寺 奈良 中世

中 村 阿 弥 陀 堂 跡 社 寺 近世 (109) 鳩 原 遺 跡 散布地 中世

東 の 村 観 音 堂 跡 社 寺 近世 法 師 塚 古 墳 跡 古墳 古 墳

西 の 村 観 音 堂 跡 社 寺 近世 1 山 上 講 山 古 墳 跡 古墳 古墳

清 水 阿 弥 陀 堂 跡 社 寺 近 世 西 浦 遺 跡 集 落 古墳 中世 近世

39 滝 尻 弥 勒 堂 跡 社 寺 近世 3 地 福 寺 跡 社寺 近 世

宮 の 下 内 墓 墳 墓 古墳 宮 の 下 遺 跡 集落 平安～中世

宮 山 古 墳 古墳 古墳 15 栄 町 遺 跡 散布地 弥生 古墳 中世

宮 山 遺 跡 集落 縄文 奈良 町 遺 跡 散布地 中世

西 代 藩 陣 屋 跡 散布地 城跡 飛鳥～奈良 江戸 (117) 太 井 遺 跡 散布地 縄文  中世

上 原 町 墓 地 墳墓 近世 18 錦 町 北 遺 跡 集落 弥生 中世 近世

惣 持 寺 跡 散布地 社寺 縄 文 奈良 鎌倉 19 市 町 西 遺 跡 集落 縄文  中世

栗 山 遺 跡 祭祀 中世～近世 栄 町 南 遺 跡 集落 中世

寺 ヶ 池 遺 跡 散布地 縄文 栄 町 東 遺 跡 散布地 弥生 中世

上 原 遺 跡 散布地 旧石器～近世 楠 町 東 遺 跡 散布地 弥生

49 住 吉 神 社 遺 跡 社寺 近世以降 汐 の 宮 町 南 遺 跡 散布地 弥生 奈良

高 向 神 社 遺 跡 桂寺 中世以降 124 汐 の 宮 町 遺 跡 散布地 中世

青 が 原 櫛 社 遺 淋 社 寺 中世以降 神 ガ 丘 近 世 墓 墳 墓 近世

膳 所 藩 代 官 所 跡 城館 江戸 贈 信 寺 社 寺 中世以降

双 子 塚 古 墳 跡 古墳 古墳 三 味 城 遺 跡 墳墓 城跡 中世 近世

菱 子 尻 遺 跡 散布地 社寺 縄文～近世 松 林 寺 遺 跡 社 寺 近世以降

河 合 寺 城 跡 城 館 中世 昭 栄 町 遺 跡 散布地 中世

三 日 市 遺 跡 集落 古墳他 旧石器～近世 ・130 東 高 野 街 道 街 道 平安以降

日 の 谷 城 跡 城館 中世 西 高 野 街 道 街 道 平安以降

高 木 遺 跡 散布地 縄 文
i132

野 街 道 街 道 平安以降

汐 の 山 城 跡 城館 中世 上 原 東 遺 跡 散布地 弥生  中世 近世

峰 城 跡 城鈍 中世 地 蔵 寺 東 方 遺 跡 墳 墓 鎌 倉

稲 荷 山 城 跡 城館 中世 135 本 多 町 北 遺 跡 散布地 中世

62 国 見 城 跡 城館 中世 136 下 里 町 遺 跡 散布地 古墳  中世

旗 蔵 城 跡 城鑓 中世 137 あ か し あ 台 遺 跡 散布地 近 世

権 現 城 跡 城鑓 中世 138 岩 瀬 北 遺 跡 集落 中世

天 4中 社 遺 跡 社寺 中世以降 岩 瀬 近 世 墓 地 墳 墓 近世

(66) 葛 城 第 15経 塚 経塚 平安以降 昭 栄 町 東 遺 跡 散布地 地跡 縄 文 中世 近世

加 賀 田 神 社 遺 跡 社寺 中世以降 日 市 北 遺 跡 集落 弥生～中世

庚 申 堂 遺 跡 社寺 近世以降 日 市 宿 跡 宿駅 に伴 う街並 中世～近世

石 仏 城 跡 城館 中世 上 田 町 宿 跡 宿駅に伴う街並 中世～近世

佐 近 城 跡 城館 中世 144 滝 尻 遺 跡 散布地 縄文 古代 中世

71 旗 尾 城 跡 城館 中世 lЪ 市 町 北 遺 跡 散布地 中世

葛 城 第 16経 塚 経 塚 平安以降 146 太   白  遺   跡 散布地 中世

葛 城 第 18経 塚 経塚 平安以降 高 向 神 社 南 遺 跡 集 落 古 墳

葛 城 第 19経 塚 経塚 平安以降 148 塚 置 跡 散布地 弥生 古増 中世

(  )は 地図範囲外 ・は街道につき地図上にはプロットせず

第 3表 河内長野市遺跡地名表
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第 2章 調査の結果

第 1節 烏帽子形城跡 (E B S07-2)

1 位置と環境

河内長野市の地形を概観すると、市の南部を金剛葛城山地が東西にのび、その山地から

派生する丘陵と、天見川・石川・石見川によって形成された河岸段丘と、河川沿いのわず

かな沖積地で構成されている。従って、市内の遺跡の多 くは,可岸段丘上に立地する。

鳥帽子形城跡が立地する烏帽子形山は標高 182mを測 り、金剛葛城山地から北へ派生 し

た丘陵の先端に位置し、南に広がる低地に突き出た様相を示す。さらに東側を天見川、西

側を石川が流れ、鳥帽子形山の北東麓で合流 し、烏帽子形山は三方を河川によって囲まれ

ていることから、地形的に要所であることが看取できる。交通面においても、山の東側を

京都と高野山を結ぶ高野街道が南北に走 り、西側では石川を挟んで和泉街道が走るなど交

通の要所に位置し、烏帽子形山は地形条件とあわせて、中世城郭が立地する場所として最

適であると容易に推察される。

周囲には北東方向に大日寺遺跡、石川の対岸に栄町東遺跡、栄町遺跡、錦町北遺跡、太

白遺跡が位置する。東側の高野街道沿いには喜多町遺跡が位置し、街道を約 500m南下す

ると近世の宿場町として栄えた三日市宿跡に至る。

//―

0               1oc

第 2図  EBS07-2調 査区位置図 (1/2,500)
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年 月 日 西暦 項事 文  献

寿永 2年
11月 28日

播磨国室山合戦で平家に敗れた源行家は、和泉を経て河内に逃れ

長野城に楯籠った。

『平家物語』 F参考源平盛衰

記』巻三十三

寿永 3年
1月 17日

木曾義仲と対立する源行家 石川義兼は、長野城に籠城の後、紀

伊国に没落した。
F平家物語』

文治元年■月
源頼朝と対立を深める源義憲・行家兄弟は、河内の長野城に楯籠っ

た。
『参考源平盛衰記』巻四十六

応安 6年

8月 10日
1373

河内の天野に陣取る南軍は、北軍の陣 (鳥帽子形山か)に夜討ち

をしかけて敗退した。
F花営三代記』

文正元年

9月 4日 ・5日
1466

畠山義就 (子の義豊から総州家)、 金胎寺着陣後、畠山政長 (尾

州家)方の押子形成 (烏帽子形城)を 攻め落とした。
『経覚私要妙』

文明12年

2月 16日
石川八郎左衛門尉が烏帽子形人幡神社社殿を建立した。 烏帽子形人幡和社社殿 棟礼

大永 4年 1524

畠山植長 (尾 州家)と 河内守護職をめぐって争う畠山義英 (総州家)

は、日野および天野仁王山に城郭を権えて対陣したが、金胎寺城
から鳥帽子形城に障を進めた畠山枢長軍に追われて高野山に没落
した。

『後鑑』巻三百九十・義晴将

軍記四

永禄 5年
畠山高政 (尾州家)が飯盛山城の三好長慶を攻めるが破れ、烏帽

子形城にこもる。さらに三好氏に攻められ堺へ逃れる。
F続応仁後記』

永禄 5年 5月
畠山高政 (尾州家)が烏帽子形を退き、堺へ敗退 した。これを追

撃する三好勢は畠山方の紀州勢と交戦し攻め落とした。

F足利季世記』第六 『続応仁

後記』

永禄 8年か ? 1565
畠山氏 (政慶か)の烏帽子形入城に際し、金剛寺は人足等の供出
を令 じられた。

『金剛寺文書』

永禄10年 9月 15日 根来寺の僧兵が烏帽子形城を攻撃したが、落城には至らなかった。 F多 聞院日記』

元亀元年

10月 22日

烏帽子形城の畠山高政 (尾 州家)に 対 し、三好三人衆が攻撃を仕

掛けて180人余を討ち取る。
『言継卿記』

元亀 2年
6月 15日

烏帽子形城を守備する畠山昭高 (尾 州家)配下の宮崎氏が三好氏
と結んだ守護代遊佐河内守家巨の車部氏に攻められ敗退するが、

夜中にこれを奪回した。

『足利季世記』第八 『織田軍

記』

(元 亀年間か ?)

11月 19日

鳥帽子形城主の車部房綱は金剛寺に対し、兵糧および築城資材の

供出を命 じた。
『金岡J寺文書』

天正 4年か ?

3月 11日
1576

織田信長の朱印状に反して徳政を拒絶する金剛寺に対 し、信長の

重臣塙直政・松井友閑は烏帽子形在城の上使を通して、これに従

うよう厳命した。

『金剛寺文書』

天正 9年

2月 13日

イエズス会からの巡察使ヴァリアーノが伊智地文太夫の条内で烏

帽子形城へ来訪する。
ヴァリアーノ『日本要録』

天正 9年 1581

烏帽子形城とその領地は3人の大名によって統治され、そのうち
2人 はキリシタン大名として300人 のキリシタンを領民にもち、

城下には仮聖堂が建立された。

フロイス『日本史』

天正 12年 8月 4日 1584
岸和田城主の中村孫平次が、羽柴秀吉の命により烏帽子形城を普
請した。

F宇野主水日記』

天正15年 1587
豊臣秀吉の禁教政策によって、キリンタン大名であった烏帽子形

城主は没落した。
ヴァリアーノ F日 本巡察記』

第 4表 鳥帽子形城跡関連年表

調査年度 調査区 位地 主 な 内 容

昭和63年度 第 1～ 3ト レンチ 曲輪 I 7間 X2間 ?の礎石建物を検出。柱穴には若干の焼土と炭が混じる。室

町時代末から江戸時代初頭の瓦が出土。

昭和63年度 第 4 トレンチ 曲輪 I 4間 ×1間の礎石建物を検出。

昭和63年度 第 5 6ト レンチ 曲輪狂 2～ 3面の遺構面があり、地山面を大きく改変している。地山直上に

焼土と炭あり。

平成17年度 第 1調査区 堀切 本来の断面形状は現地表とあまり変わらず。

平成17年度 第 2調査区 横堀 瓦を大量に含んだ包含層の上に土塁を構築。土塁構築後の横堀の断面
はV字形。

平成18年度 第 1調査区 土 塁 土塁は地山の削 り出しと盛上の両方によって構築。土塁上面で焼土坑
を検出。

平成18年度 第2調査区 土 塁 遺構・遺物なし。

第5表 鳥帽子形城跡発掘調査一覧表
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2 遺 跡 の概 要

烏帽子形城跡は鳥帽子形山の山頂部に位置 し、城域の規模は、東西 200m、 南北 150m

の規模を有する。これまでに発掘調査や城館分布調査など、多方面から検討が行われ、一

定の成果が蓄積されている。これらの成果については、第 4・ 5表にまとめた。

(1)文献史料

第 4表は主に文献に登場する烏帽子形城の記載をまとめたものである。築城主体や築城

契機は不明であるが、12世紀以降、城としての機能を失う 17世紀初頭まで、たびたび文

献に登場する。すでに指摘されているとおり、記載内容にはまとまりがあり、およそ 3つ

の記載内容に分けることができる。まず 12世紀代の源平合戦にともなう記載であり、史

料中の長野城が烏帽子形城にあたると考えられている。次に、15世紀後半から16世紀後

半にかけての畠山合戦によるものである。畠山氏は総州家と尾州家に分裂 して河内支配を

めぐり、河内 。大和・紀伊の三国で抗争を繰 り返す。この抗争の舞台として、鳥帽子形城

が登場する。おそらく紀伊 と河内を結ぶ高野街道に面したその立地から、合戦時の拠点と

して利用されていたと思われる。
‐

そして 16世紀後半のキリシタンに関する記載である。天正 9年の記載にある3人の城

主のうちの 1人、伊地智文大夫は熱心なキリシタンであった。秀吉の禁教政策以後、城下

にいたキリシタンの消息は不明であるが、市域南部の流谷地区には、キリシタンの洗礼名

が刻まれた十三仏が残っており、烏帽子形城にいたキリシタンが隠れキリシタンとなって

いった可能性 も考えられる。

(2)発掘調査

第 5表は山頂部で行われたこれまでの発掘調査歴をまとめたものである。昭和 63年度

に実施された山頂部の調査では、主郭と考えられる場所 (曲輪 I)から礎石建物が検出さ

れた。この建物は桁行に対 して梁行が極端に短い建物であることから、多聞格的な建物と

考えられている。平成 18年度以降の横堀や土塁の調査では、築造方法や改修の痕跡が明

らかになりつつある。改修については、天正 12年 (1584)に 羽柴秀吉の命によって、岸

和田城主中村一氏が烏帽子形城を改4笏 した記録が残っている。その他、山裾部の調査では、

城郭に関する遺構は検出されていない。

(3)城館分布調査

平成 10。 11年度に市内の城館分布調査が行われ、烏帽子形城 も改めて縄張 り図が作成

された (第 3図 )。 その結果、基本形態は方形であることや、高低差のある堀・土塁を効

果的に配置し、曲輪 Iと 曲輪工を一体的に扱って防御 していること、特に尾根続きとなる

西 。東・南側は空堀を二重に巡らせ、防御ラインを強固なものとしていることなどが、鳥

-10-
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帽子形城の構造の特徴 として再確認された。

3 調 査 に至 る経 緯 と 目的

本調査は、市指定史跡である烏帽子形城跡について、今後の保存・活用のための基礎

的な資料を得るために行った。曲輪 I及び曲輪工については、すでに調査が行われ、一定

の成果を得ているが、土塁や横堀については調査が行われていなかった。平成 17年度より、

これらの本来の形状や上面における遺構の有無を確認するため、曲輪Ⅱをめぐる土塁・横

堀の調査 を行った (E B S 05-4)。 平成 18年度の調査は、南東隅角部において土塁上

面から横堀肩部にかけて調査を行った (E B S 06-1)。 今回の調査では、さらに横堀肩

部から堀底の遺構検出を目的として、平成 18年度の調査区を北西方向に拡張する形で 1.5

×6mの調査区を設定した。

4 調査 の方法 と層序

調査は平成 20年 3月 4日 に開始し、平成 20年 3月 7日 に終了した。調査では、まず

調査区周辺の落ち葉の除去と除車を行い、現状での写真撮影と測量を行った後、人力によ

A
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第 6図  EBS07-2出 土遺物実測図 (1/4)

り遺構面まで掘り下げ、遺構の検出を行った。一方で、調査区壁で土層の観察を行い、記

録の作成を行った。遺構については堀底からこぶ状の高まりを検出し、遺物は磁器と瓦が

出土した。

基本層序は、現地表から表土 (①層・層厚 10 cm)、 堆積土層 (②～④層 。層厚 80 cm)、

地山である。
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5 調査 の結 果 (第 5図、 図版 1～ 3)

今回の調査地は、曲輪Ⅱをめぐる横堀の南東隅屈曲部にあたり、横堀の外側には土塁

が取 り付いている。調査前の状況として、現地表から曲輪Ⅱまでの比高は約 5m、 土塁ま

での比高は約 5mを測 り、現地表での堀底幅は2mであった。

調査の結果、現地表から0,9mの深さで地山面 (堀底)を検出した。地山面は、土塁か

ら急勾配で直線的に堀底に向かい、横堀の断面は V字形を呈 していた。この V字形の堀

底に地山を掘 り残 して作 られたこぶ状の高まりを3ケ 所で検出した。

lSX l]

上面に片足がのる程度の平坦面を残 した円錐形を呈 し、西半分は調査区外へ続 く。堀底

部で南北約 ■2m、 上面と堀底までの比高は約 0.5mである。

[SX 2]

上面に平坦部はなく、全体的にいびつな不定形の高まりである。東側裾部は調査区外へ

続 く。堀底部で南北約 1.lm、 東西約 lm、 上面と堀底までの比高は約 0.5mである。北側

裾部では人頭大の自然石が出上 し、南側裾部では堀底からやや浮いた状態で九瓦 (3)が

出上 した。

[SX 3]

曲輪 Ⅱ側の斜面か ら派生 したの高 まりである。南西に傾いた平坦面をもち、西側 とSX

2に向かって急傾斜で堀底へと向かう。上面と堀底までの比高は約 lmである。

6 遺物 (第 6図、図版 9)

遺物は磁器 (1)と 瓦 (2～ 5)が出上した。 1は 白磁皿である。 2は右巻き三巴文

の軒九瓦である。巴頭部は九く、巴尾は長く、次の巴の胴部近くに達するが、隣の尾には

接しない。巴文と連珠の間に圏線を描く。珠文は小粒で、復元珠数は24個 を数える。焼

成はあまく、摩滅が著しい。3は九瓦である。玉縁部に釘穴を穿ち、凸面にタテナデ、凹

面に布目痕が残る。胎上に 1.5 cm大 の白色砂粒を含む。 4・ 5は平瓦である。 4は焼成が

あまく、摩減が著しい。5は凹面 。凸面ともにナデを施す。

(小林)

参考文献

・河内長野市教育委員会 (2001)『 1可内長野市城館分布調査報告書』

。河内長野市教育委員会 (2008)『 1可内長野市埋蔵文化財調査報告書XXⅦ』

・太田宏明 (2008)「 烏帽子形城跡について」F南河内における中世城館の調査』大阪府教

育委員会
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第2節 鳥帽子形城跡 (E B S08-1)

1 調査 に至 る経緯 と目的

本調査は、市指定史跡である烏帽子形城跡について、今後の保存 。活用のための基礎

的な資料を得るために行った。曲輪 I及び曲輪Ⅱについては、すでに調査が行われ、一定

の成果を得ているが、土塁や横堀については調査が行われていなかった。平成17年度より、

これらの本来の形状や上面における遺構の有無を確認するため、曲輪Ⅱをめぐる土塁・横

堀の調査を行った (E B S 05-4、 06-1)。 平成 19年度の調査では、南東隅角部の堀

底からこぶ状の高まりの遺構が検出された (E B S 07-2)。 今回の調査では、この遺構

の広がりや性格を把握することを目的として、平成 19年度の調査区を南西方向に拡張す

る形で3× 6mの調査区を設定した。

2 調査 の方法 と層序

調査は平成 20年 12月 8日 に開始し、平成 20年 12月 19日 に終了した。調査では、ま

ず調査区周辺の落ち葉の除去と除草を行い、現状での写真撮影と測量を行った後、人力に

より8層上面まで掘り下げ、遺構の検出を行った(第 1面 )。 さらに地山面を確認するため、

東側から時計回りにコの字形に掘り下げたが、深度が非常に深くなったため、作業の安全

確気上、東側で地山面を確認するにとどめ、南側・西側では地山面の確認には至らなかっ

第 7図  EBS08-1調 査区位置図 (1/2,500)

材蓼 駐
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第8図  EBS08-1調 査区第1面平面図 (1/50)

た (第 2面 )。

一方で、調査区壁で土層の観察を行い、記録の作成を行った。遺構については堀底か

ら堀内障壁と考えられる遺構を検出し、澄物は瓦が出土 した。

基本層序は現地表から表土 (①層 。層厚 15 cm)、 堆積土層 (②・③・③ o③・⑬層・

層厚2m)、 地山である。

3 調査 の結果 (第 8～ 10図、 図版 4～ 7)

今回の調査地は、曲輪Ⅱをめぐる横堀の南東隅の屈曲部にあたり、横堀の外側には土

塁が取り付いている。調査前の状況として、現地表から曲輪工までの比高は約5m、 土塁

までの比高は約 5mを測り、現地表での堀底幅は2.5mであった。

・第 1面 (第 8図 )

調査区の南側で約 15 cmほ どの高まりを検出した。この高まりが非常に硬 くしまってい

たため、高まりの上面で精査を行ったが、輪郭もはっきりせず、遺構ではない可能性が高い。

・第2面 (第 9図 )

-17-



0                                2=n

第 9図 EBS08-1調 査区第 2面平面図 (1/50)

調査区の東側で、昨年度の調査で検出した SX lと SX 3の 続きと落ち込みを検出した。

南側では横堀の斜面を検出した。

[SX 4]

東壁部において昨年度検出したSX lと SX 3の裾部がつながり、急傾斜で地山へと向

かう半円のすり鉢状を呈する落ち込みを検出した。つながった裾部から0,9m下、現地表

から2.3m下で地山面に達する。地山面上で軒丸瓦 (1)が出上した。
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A

B

①
②
③
④
⑤
⑥
⑦
③
③
⑩
①
＠
⑬
⑭

ｍｍ一Ｂ

25Y 3/2黒褐色    シルト (表土)

75YR 5/6明 褐色   細砂混じリシルト (非常に密な堆積上、瓦、礎石含む)

75YR 5/8明褐色    細砂混じリシルト
75YR 6/6橙 色     粗砂混じリシルト (lcm大の礫を多 く含む)

75YR 5/6明褐色    粗砂混じリシルト (地山粘土ブロック、焼土多く含む)

10YR 6/6明黄褐色   シルト混じり粗砂 (地山粘土ブロック含む)

10YR 6/8明黄褐色   シルト混じり粗砂 (地山粘土プロック含む)

10YR 5/6黄褐色    シルト混じり粗砂 (地山粘土ブロック含む)

10YR 6/3に ぶい黄橙色 シルト混じり粗砂
10YR 3/1灰 白色    粘土
10YR 6/3に ぶい責橙色 シル ト混じり粗砂 (1～ 3cm大 の礫を多く含む)

10YR 6/3に ぶい黄橙色 細砂混じり粘土
10YR 6/6明黄褐色   粗砂 (1～ 5cm大 の礫を多く含む)

10YR 6/6明黄褐色   細砂

的一Ｃ⑫

1700m
D

⑮
④
＠
⑬
⑩
⑩
②
②

75YR 6/6澄 色
10YR 7/4に ぶい黄橙色
10YR 7/6明 責褐色
75YR 6/8褐 色
ЮYR 7/8黄橙色
10YR 6/8明黄褐色
10YR 7/4に ぶい黄橙色
10YR 7/3に ぶい黄橙色

粗砂
粗砂 (05～ 2cm大の礫を多 く含む、固くしまる)

細砂 (固 くしまる)

粗砂
細砂
シル ト混 じり細砂
細砂 (固 くしまる)

細砂 (0 5cm大 の礫を多く含む、固くしまる)

ｍｍ
一Ａ

第 10図  EBS08-1土 層断面図 (1/50)

D
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2

第 11図  EBS08-1出 土遺物実測図 (1/4)
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4 遺物 (第 11図、図版 10)

SX 4か ら軒丸瓦 (1)、 人力掘削中に、曲輪Ⅱ側から流れ込んだ状態で、瓦 (2,3)
と人頭大の自然石が出土した。

1は巴文軒丸瓦で、巴尾は長い。巴文と連珠の間に圏線を描く。珠文は小粒で密に施す。

九瓦部凸面はタテナデを施し、玉縁部付近には縄タタキが残る。凹面にはコビキAと 布

目痕が見られ、中央部に吊り紐痕が残る。玉縁部と丸瓦上半部に釘穴を穿つ。2は平瓦で

凹面・凸面ともにナデを施す。3は九瓦で、凸面にナデ、凹面に布目痕が残る。非常に硬

質の瓦で、二次焼成を受けた可能性がある。

5 ま とめ

昨年度の調査とあわせて今回の調査では、横堀に十字形のトレンチを設定することによ

って、横堀断面の形状や堀底の状況を確認することができた。

横堀断面の形状については、曲輪 Iの東側をめぐる横堀を調査した平成 17年度の調査

において、土塁構築後の横堀の断面はV字形を呈していたことが確認されている。今回

の調査においても、平成 17年度と同様に横堀の断面が V字形であったことが確認できた。

新知見としては、堀底に高まり (SX l～ 3)や落ち込み (SX 4)を 作 り、起伏に富

んだ堀底の様相が明らかとなった。sx 4に 関しては、本来の地山の傾斜と合っているこ

とから、堀底を傾斜に合わせて階段状に整形した可能性も考えられる。しかし、調査区南

側土層断面を観察する限り、階段状の埋上の堆積が認められず、現地表にも痕跡が認めら

れないことから、落ち込みは階段状の整形ではなく、落とし穴のような土坑であった可能

性が考えられる。なお、第 1面で検出した高まりが、ある程度下層の状況を反映している

可能性があり、示唆的である。SX l～ 3に 関しては、いずれも0.5～ lm程の高まりで

あるが、いびつな不定形であるため足の置き場がない上に、表面が粘土質であるため滑 り

やすく、意外と上り下りに体力を消耗した。SX 4についても同様に、一度底に下りてし

まうと、容易には底から抜け出せなかったことを調査担当者の実感として記しておく。

今回の調査地は、横堀の屈曲部に位置し、横堀の中でも城の構造上、重要な位置にある。

曲輪工をめぐる形で横堀が掘削されているが、その幅は屈曲の度に広くなったり狭くなっ

たり変化している。曲輪Ⅱ南側の横堀は、現地表において幅が約4mあるが、南側から直

角に東側へ曲がると、急に幅は約 2mと 狭 くなる。また屈曲部には土塁も築かれてお り、

幅が狭 くなった堀底から頭上を見上げると、左右から曲輪Ⅱと土塁が覆いかぶさってくる

ような気配がある。

このような地点に築かれた堀底内の遺構は、それだけで敵を退散させるものではない

が、敵の足を一時的に止めるには十分であり、敵が足を止めた時には、頭上に迫っている

曲輪工や土塁から容易に攻撃できたと思われる。敵の足止めに有効となれば、SX l～ 4

は相互補完的に堀内障壁としての機能を果たしていたと考えられる。
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0                 2m

第 12図  EBS07-2,08-1堀 内障壁断面図 (1/50)

従来、縄張り調査から、城の南東隅は緩斜面となる弱点を補うために、土塁や横堀・

堀切がめぐらされ、強固な作りになっていたことが指摘されていたが、今回の調査におい

て、その防御性がさらに高められていたことが明らかとなった。

(小林)

参考文献

・中井均 (2001)「 烏帽子形城跡の構造について」 FI可 内長野市城館分布調査』河内長野市

教育委員会
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第 3節 三 日市北遺跡・三 日市宿跡 (MIN07-4)

概略

三日市北遺跡は、天見川と石見川の合流地点の北東、河岸段丘上に立地する。東側には

金剛山地から派生 した丘陵が迫っている。

当遺跡に南接 して石見川の対岸に、旧石器時代から近世にかけての複合遺跡である三日

市遺跡が広がる。東側の丘陵上には、弥生時代後期の集落遺跡である大師山遺跡が広が り、

大師山遺跡の西端には、古墳時代前期の前方後円墳である大師山古墳が立地する。当遺跡

の中央部には南北に高野街道が走 り、三日市町駅周辺には宿場町として三日市宿が形成さ

れていた。

当遺跡は三日市町駅前再開発事業に伴 う調査によって新たに発見され、弥生時代から近

世にかけての複合遺跡であることが判明した。弥生時代の遺構 としては、竪穴住居 31棟、

掘立柱建物 4棟や環濠と考えられる溝が検出され、弥生時代中期後半を中心とする環濠集

落の存在が明らかとなった。また同一面で検出された近世の建物や石組みの暗渠などは、

旧三日市宿跡と考えられ、現存する建物 とあわせて当時の宿場町の様子を紡彿 とさせる。

本調査は、個人住宅建設に先立ち実施 した。調査は建物の基礎工事を受ける範囲、約

40∬を対象とした。
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―第 15図 MIN07-4土 膚断面図 (1/50)
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0                         20cm

第 16図  MIN07-4出 土遺物実測図 (1/4)

2 調査 の方法 と層序

住宅建設予定地で行った事前の予備調査ではGL-20 cmで 包含層と遺物が発見された

ため、調査区は住宅建設予定地で長辺 7m× 短辺 6mの トレンチを設定した。調査は平成

20年 3月 25日 に開始し、3月 26日 に終了した。調査はGL-20 cmま で機械掘削を行い、

さらに基礎工事が及ぶ範囲のみ建物の基礎深度 (GL-40 cm)ま で人力掘削を行い、そ

の水準で精査を行った。その結果、調査区西側と南側において土坑や溝を検出したが、掘

削限界深度に達していたため、遺構の掘削は行わなからた。

基本層序は、現地表から盛土 (①層・層厚 20 cm)、 包含層 (② o③層・層厚 20 cm)、 地

山である。

3 調査 の結果 (第 14～ 16図、図版 8・ 16)

遺物包含層から磁器小郭 (1・ 2)、 陶器 (3～ 5)が出上した。

1は染付の小杯で、口縁部の外面に圏線を描き、体部には鳥と草花文を描く。高台際と

高台に圏線を描く。日縁部の内面には太い圏線を描き、底部付近にも圏線を描く。2は染

付の月ヽ郭で、ほぼ直立する口縁部はやや外反する。体部には人物を描く。3'4は行平鍋、

5は土瓶である。

4 ま とめ

調査地は高野街道に面し、18世紀後半に建築された八木家住宅 (国登録文化財)に隣

接する。今回の調査では、既存の建物の影響を受けていない部分においてのみ遺構を検出

した。掘削していないため、性格は不明であるが、出上した遺物やその立地から三日市宿

に伴う遺構と考えられる。

-25-
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第 4節 観心寺遺跡 (KST 0 7-1・ 07-2)

1 概略

観心寺遺跡は、石川の支流である石見川北岸の丘陵南斜面に位置する。石見川沿いには、

通称大沢越えといわれる奈良県五條市に向かう道が東西にはしっており、これは市内を南

北に縦断し、京都、堺を河内を経て高野山と結ぶ高野街道にも接続 している。

遺跡の大半を占める観心寺は山号が、檜尾山であり、創建は役小角によるものと伝えら

れているが、天長 2年 (825)～天長 4年 (827)に空海の弟子実恵と、その弟子真紹によ

って再興されたと伝えられている。主要伽藍を中心として周囲には、中院、槙本院などの

子院が現在でも残ってお り、全盛期には、50近い子院が存在 したと言われている。

観心寺は、金剛寺に続き南北朝時代の正平 14年・廷文 4年 (1359)に南朝の後村上天

皇の行在所となった。

既往の発掘調査については、まず昭和 54年から59年 にかけて金堂の解体修理にともな

って行われてお り、現金堂に先行する平安時代の前身建物が存在 したことが確認され、平

安時代から鎌倉時代にかけての瓦が出土 した。平成元年には、ポンプ場の建設と送水管 。

電線管の埋設にともない、かつて子院があったとされる「奥谷坊」付近が調査され、石積

井戸や窯が検出され、平安時代から鎌倉時代にかけての遺物が出上 した。

観心寺遺跡周辺の発掘調査については、寺元遺跡から10世紀以降に形成された集落と

・ 07-2調 査区位置図 (1/2,500)

-26-

第 17図  KST07-1



ダ咆,

ィ豆ζひ准  οご要燕∠≦

1箋,:鯉

第 刊8図  KST07-1,07-2調 査区平面図 (1/60)

寺院の遺構が検出されている。集落については寺辺領である寺元の村落の一部であ り、寺

院遺構 については子院のひとつである真福院である可能性が高いと考 えられる。

2 調査 に至 る経緯 と経過

本次調査は、国史跡である観心寺境内において、庫裏の建替えにともない行ったもので

ある。本庫裏の建築については、平成 17年 11月 に宗教法人観心寺から史跡地内で庫裏の

建替えを行いたいとの申し出があり、現状変更については平成 19年 2月 23日付で許可が

おり、平成 19年 ■ 月 19日 ～ 12月 21日 にかけて発掘調査を実施した。
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0

賜

物〕
，

賜
賜
物

物

吻

陽

物

７

膨
賜
笏

賜ュ

賜6

0                                     20cm
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本発掘調査については、作業ヤード確保の問題から、1次 (K S T 97-1)と 2次 (K

S T 97-2)に わけて行い、検出遺構については、すでに報告済である。今回は、出土

した遺物について報告を行う。

(太田)

3 調査の結果

(1)瓦 (第 19～ 22図・図版 11～ 14)

カクラン 1か ら瓦 (1～ 21)、 カクラン2か ら瓦 (22～ 24)が 出上 した。 l。 2は 巴

文軒丸瓦である。 1は小粒の連珠をまばらに施す。 2は左巻き巴文で、巴頭部は上面が平

坦でやや角張る。巴尾は細長 く、次の巴の胴部近 くに達するが、隣の尾には接 しない。復

元珠数は 16個 を数える。 3は軒丸瓦である。中央に左向きの鳳風を配置 し、余白部分に

は桐を施す。文様はいずれもシャープな作 りである。九瓦部凸面は丁寧なナデが施され、

凸面にはコビキ Aが見られる。

4～ ■ は菊文軒丸瓦である。花弁が細長 く、中央の花芯が小さく扁平なタイプ (4)と 、

幅広の短い花弁をもち、中央の花芯が大きなドーム型で細かい浮文を施す蓮華文のような

タイプ (5～ 11)に分かれる。 4は細長い 16弁で、花弁の断面は三角形である。瓦当裏

面にはナデの後、「八」の字を刻む。九瓦との接合部には刻みをつける。焼成は良好である。

5は幅広の短い 16弁で、花弁の断面は台形である。菊文の外側には圏線を巡らす。焼成

はあまく、摩減が著しい。 6・ 7は幅広の短い花弁で、花弁の断面は半円形である。 7は

丸瓦との接合部に刻みが残る。 8は幅広の短い 16弁で、花弁の断面は半円形である。菊

文の外側には圏線を巡らす。 9。 10は 幅広の短い 16弁で、花弁の断面は半円形である。

中央部の花芯に浮文を施すが、摩減が著しい。焼成はあまい。九瓦部凸面にはナデを施し、

9は凹面にはコビキ Bが残る。11は幅広の短い 16弁で、花弁の断面は半円形である。中

央部の花芯の浮文は二重に内側に 10個、外側に 18個施す。菊文の外側には圏線を巡らす。

焼成はあまく、摩滅が著 しい。

12の 中心飾 りは一珠三葉で、珠文の横から2回転の唐草文を施す。唐草の外側の葉は

上端が 2つに割れている。平瓦部凹面・凸面ともにナデを施す。13は左側に滑 り止めを

もつ軒平瓦である。中心飾 りは不明で、3回転の唐草文を施す。平瓦郡凹面・凸面ともに

ナデを施す。14は右側に滑 り止めの痕跡をもつ軒平瓦である。中心飾 りは宝珠文で、宝

珠の下から3回転の唐草文を施す。唐草は凸線で縁取 りを行い、唐草の外側には細長い 3

本の葉を施す。平瓦部凹面はナデを施し、顎は貼 り付けである。

15～ 18は 丸瓦である。15は 凸面にナデ、凹面にコビキ Bと 縦方向のタタキが残る。

16は凸面にナデ、凹面に布目痕が残る。17は瓦当部が欠損 した軒丸瓦である。凸面にナデ、

凹面に布目痕と縦方向のタタキが残る。凹面中央部には側面と側面をつないだ仕切 りがあ

る。瓦当部との接合部には刻みを施す。18は 凸面にナデ、凹面にコビキ Bと 縦方向のタ
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0                                        20cm

第20図  KST07-1出 土遺物実測図 (1/4)

タキが残る。胴部に釘穴を2ケ 所穿つ。

19～ 21は平瓦であり、凹面・凸面ともにナデを施す。

22・ 23は九瓦で、凸面にナデ、凹面に 22は コビキ Bと 縦方向のタタキが残 り、23は

コビキ Bと 布 目痕が残る。24は平瓦であり、凹面 。凸面ともにナデを施す。

(2)上器・鉄製品 (第 23・ 24図 ・図版 14～ 16)

SD 4か ら瓦質羽釜 (40)、 SW l・ 3か ら土師皿 (30。 31)、 SW 4か ら土師皿 (26)
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第 21図  KST07-1出 土遺物実測図 (1/4)
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0                                       20cm

第 22図  KST07-1出 土遺物実測図 (1/4)

す り鉢 (42)、 カクラン 1か ら磁器碗 (34・ 37)。 陶器碗 (35)、 磁器鉢 (38)、 瓦質羽釜 (39)、

包含層から陶器皿 (25)、 土師皿 (27～ 29。 32・ 44～ 51)、 鉄製品蓋 (33)、 磁器碗 (36)、

瓦質甕 (41)、 陶器す り鉢 (43・ 54)、 陶器甕 (52・ 53)、 土師質羽釜 (55)が出土 した。

25は乳白色を呈する胎上の陶器皿で、碁笥底の底部をもつ。26は手づ くねの小皿であ

る。27～ 32は手づ くねの上師皿である。30～ 32は 口縁部にススが付着 し、灯明皿である。

33は宝珠つまみをもつ鉄製の蓋である。34～ 37は磁器碗で、35～ 37は高台際と高台に

圏線がめぐる。35は畳付を露胎にする。36は底部内面に花を描き、37は蛇 目釉剥ぎをする。

38は磁器鉢で、オリーブ灰色の釉 を施 し、花を陰刻する。39・ 40は瓦質羽釜である。41

は瓦質甕で、短 く立ち上がる頸部から口縁部は外反し、体部に細かいタタキを施す。42・

43は備前す り鉢である。44～ 51は手づ くねの土師皿である。52は産地不明、53は丹波

奏である。54は備前す り鉢、55は土師質羽釜である。

-32-
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第 24図  KST07-2出 土遺物実測図 (1/4)
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SW4(42)、 カクラン 1(1・ 6～ 8・ 38・ 39)、 包含層 (41,43)
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所 収 遺 跡 所在地

コー ド

】ヒ 緯 東 経 調査期間 ｍ肺
調査原因

市町村 遺 跡

烏帽子形城跡
(EBS07-2) 一朗”［”珈

府

河

３４

２６

・９

♂
留
ピ

H2034

H2037
9 範囲確認

烏帽子形城跡
(EBS08-1) 一朗”呻一勃

27216
府

河

Ｆ
％
げ

♂
留
ぱ

H20128

H201219
範囲確認

三日市北遺跡

三日市宿跡
(MIN07-4)

大阪府

河内長野市

三日市町

27216
府 171

'可

141

ぜ

ｇ

ｙ

げ

て

ギ

H20 3 25

H20 3 26
個人住宅

観心寺遺跡
(KST07-1・ 2)

大阪府

河内長野市

寺元

27216
府

河

Ｆ
郷
醒

３５

３０

３６

H191119

H191221
範囲確認

所収遺跡名 種  別 主 な時代 主 な遺構 主 な遺物 特 記 事 項

鳥帽子形城跡 城館 。生産 中世～近世 堀内障壁 瓦

三日市北遺跡
三 日市宿跡

集  落

宿駅に伴う
街並

弥 生 時 代
中世～近世

溝・土坑 陶 磁 器

観心寺遺跡 社  寺 平 安 以 降
石組・溝・

土坑

器

器磁

瓦

土

陶
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用Ｈ
ド

と
Ｆ
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